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￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

Ａ-1．素形材技術研修講座「最新のアルミニウムダイカストの生産技術」 

Ａ-2．オンライン素形材技術セミナー 

 「成功事例から学ぶ「中小製造業の DXの進め方」 金属プレス加工の DX・第４弾」 

 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 8年 1月号（Vol.67,No.1） 

 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 

Ｃ-1．鋳造分野から見たアルミニウムの                   New★ 

            サーキュラーエコノミーに関する現状と課題 

         【国立研究開発法人産業技術総合研究所 中部センター】 

         【公益社団法人日本鋳造工学会東海支部鋳造先端プロセス研究部会】 

Ｃ-2．第 39回 複合材料セミナー 「循環型社会を築く素材、炭素繊維」 

                    【日本化学繊維協会 炭素繊維協会委員会】 

Ｃ-3．2025年度 第 5回熱処理技術セミナー 熱処理応用講座 

 「進化するドライコーティング技術の最前線」 【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

Ｃ-4．第 449回講習会 

   「AIと計測技術の融合による次世代ものづくり－基礎から応用まで－」 

                           【公益社団法人精密工学会】 

 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 
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Ｄ-2．よろず支援拠点「生産性向上支援センター」設置の事前予告及び「生産性向上支援 

   サポーター」の公募について                 【経産省】New★ 

Ｄ-3．INSTARサイバーセキュリティ会合に参加しました        【経産省】New★ 

Ｄ-4. 「経済安全保障経営ガイドライン（第 1版）」を取りまとめました 【経産省】New★ 

Ｄ-5. 国内投資マップ（2026年 1月時点版）を公表します       【経産省】New★ 

Ｄ-6. 新事業の未来を拓くオープン＆クローズ戦略セミナー 

   －技術で勝ってビジネスでも負けないための戦略－  【経産省 中部経済産業局】 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-1．素形材技術研修講座「最新のアルミニウムダイカストの生産技術」 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 ダイカストは、精密な金型に溶融合金を高温で圧入して高精度で、鋳肌の優れた鋳物を 

短時間に大量に生産する方式である。ダイカストは、高い生産性や特徴から、近年合金 



 

種類や用途も様々拡大している。しかし、一般に高速で溶湯を金型へ射出し、高圧で加圧 

するダイカストは欠陥が少ないように見えるが、多くの欠陥もある。不具合が発生した場 

合、どこの工程で発生したかを調査するため、すべての工程を把握していることが問題解 

決の近道である。したがって、ダイカストは、合金材料・金型（方案・製品形状等）・ 

ダイカストマシン（低速・高速・圧力等の鋳条件）・周辺技術等からよく総合技術と言わ 

れる。本講座の内容としては、ダイカストの三大要素（材料・金型・ダイカストマシン） 

とその周辺技術から品質までダイカスト技術の全体像が理解できるように 9テーマで構成 

され、ダイカスト業に関連する基本的な技術や知識を理解し、また向上させることを目的と 

し、3日間の日程で実施されます。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

2 月 26日(木)、3月 4日(水)、12日(木)  オンライン研修講座 (Microsoft Teams) 

コーディネーター (一社)日本ダイカスト協会 渡邉 一彦 氏 

 

2 月 26日(木) 

・ダイカスト用合金の特性と最近の動向     元日軽エムシーアルミ(株) 北岡山治 氏 

・溶解および手元炉における溶湯品質と管理 元日軽エムシーアルミ(株) 北岡山治 氏 

・ダイカストマシンと周辺機器          芝浦機械(株) 相田 悟 氏 

 

3 月 4日(水) 

・製品設計と鋳造方案              (株)ナノキャスト 菊池政男 氏 

・ダイカストの CAE技術      (株)日立産業制御ソリューションズ 谷本雅俊 氏 

・ダイカスト金型の故障とその対策   日原技術士事務所 日原政彦 氏 

 

3 月 12日(木) 

・ダイカスト欠陥と不良対策技術          ものつくり大学 西 直美 氏 

・高品質ダイカスト技術と薄肉化技術         ものつくり大学 西 直美 氏 

・ダイカストの品質管理                       ウチダエスコ(株) 影山 望 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3048/202512191008046645.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部   e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-2．オンライン素形材技術セミナー 

   成功事例から学ぶ「中小製造業の DXの進め方」 金属プレス加工の DX・第４弾 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 製造業におけるたゆまぬ「改善活動」が、これまでの我が国製造業発展の原動力となって 

きたのは言うまでもないことです。しかし近年、インダストリー4.0 に端を発した第 4次 

産業革命が襲来、製造業を取り巻く環境は激変する状況にあります。この状況を乗り越えて 

持続的成長を維持するには、これまでの「改善活動」に「デジタル技術」を結合させて新た 

な価値を創出、「稼ぐ力」を強化することが何よりも重要となります。デジタル技術を活用 

して「稼ぐ力のある製造業」へと変革すること、これこそが DX の本質です。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3048/202512191008046645.pdf


 

 さて、その DX の推進状況ですが、中小製造業は大企業に比べて出遅れていると評され 

ています。その一方で、数は少ないもののすでに一定の成果を挙げ、「稼ぐ力」を大きく伸 

ばしている中小企業も存在します。この成功事例を参考にすれば、中小製造業の目指すべき 

 DX の方向性が見えてくるとともに、それがトリガーとなって「新たな価値創出のヒント」 

が生まれることにも期待できます。本セミナーでは、DX を推進してすでに結果を出してい 

る中小製造業 6社の成功事例を紹介します。多数のご参加をお待ちしています。 

 

令和 8年 2月 25日(水)13:00～17:10   オンラインセミナー（Microsoft Teamsを使用） 

コーディネーター  元湘南工科大学 教授 片岡 征二 氏 

 

１．中小製造業が DXに成功するための道筋とは？  

元湘南工科大学 片岡 征二 氏 

 

２．生産管理・品質管理・金型メンテナンス  

３つの統合システム構築による生産性及び品質向上 

(株)JKB 平井 麻紀子 氏 

 

３．日進精機 DXのこれまでとこれからの戦略 

日進精機(株) 澤柳 一輝 氏 

 

４．内製によるストレスフリーのローコスト DX 推進 

(株)山口製作所 山口 貴史 氏 

 

５．デジタル技術活用による機械加工の未来とエンジニアの役割 

(株)山本金属製作所 真所  最 氏 

    

６．現場改善から生まれた DX新規事業～DX推進のノウハウを地域企業へ～ 

(株)カワイ精工 川合 忠実 氏 

    

７．産学官金『チーム新潟』地域と進めるゼロから始めた DX～成功例と苦労話～ 

Ｊマテ.カッパープロダクツ(株) 西本 俊介 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3043/20251211162154350.pdf 

 

■センターの技術セミナーのスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/110/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部    e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 8年 1月号（Vol.67,No.1） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【主な掲載内容】 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/3043/20251211162154350.pdf


 

◆特集 わが社の素形材新技術/新商品 

  ◇鋳造 ◇ダイカスト ◇金型 ◇工業炉 ◇その他        計 15 テーマ 

◆TOPICS  

 第 16回世界精密鋳造会議（WCIC2025）実施報告 

 2025年度産業技術連携推進会議ナノテクノロジー・材料部会素形材分科会報告 

◆特別講義 

 「レーザ加工技術の現状と動向(その 1) 

 

他、文献速報、素形材工業生産実績などを掲載 

 

■バックナンバーも含め、下記よりお申込みいただけます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

 

【申込み・問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 業務部 

e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-1．鋳造分野から見たアルミニウムの                   New★ 

            サーキュラーエコノミーに関する現状と課題 

         【国立研究開発法人産業技術総合研究所 中部センター】 

         【公益社団法人日本鋳造工学会東海支部鋳造先端プロセス研究部会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 産総研中部センターと日本鋳造工学会東海支部鋳造先端プロセス研究部会は、アルミニ 

ウムのサーキュラーエコノミーにおける課題解決に貢献するため、アルミニウム産業の集 

積地である富山県にて、関連産業における最新情報、産総研をはじめとする各所での技術開 

発や取り組みなどを紹介するシンポジウム「鋳造分野から見たアルミニウムのサーキュラ 

ーエコノミーに関する現状と課題」を開催いたします。 

 

◆日 時：2026年 3月 6日（金）13:00～17:00 

◆会 場：オークスカナルパーク富山 2F 鳳凰東の間 

     Zoomによるライブ配信 

◆定 員：80名（先着順）  オンライン参加：無制限 

◆参加費：無料 

◆締 切：2026年 2月 27日（金） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.aist.go.jp/chubu/ja/news/20260306-001.html 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-2．第 39回 複合材料セミナー 「循環型社会を築く素材、炭素繊維」 

                    【日本化学繊維協会 炭素繊維協会委員会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 今回で 39回目となる複合材料セミナーでは、炭素繊維メーカーによる PAN 系・ピッチ系 

炭素繊維の最新情報に加え、調査会社による中国、インド、自動車に焦点を当てた世界の炭 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/
https://www.aist.go.jp/chubu/ja/news/20260306-001.html


 

素繊維市場動向を取り上げます。また欧州の ELV 規制修正案で炭素繊維が記載されたこと 

に関連し、政府と国内外の複数の団体で連携して対応した実績を事例として経産省より紹 

介、炭素繊維のリサイクルや健康影響に関する最新動向、そして自動車メーカーによる講演 

など、様々な角度から最新情報をご紹介します。  

炭素繊維複合材料の『今』を実感できる本セミナーへの多数のご参加をお待ちしております。 

 

◆日 時：2026年 2月 20日（金） 10:00～16:40（開場 9:30） 

◆会 場：コンファレンススクエアエムプラス（M＋） 

     ウェブセミナー（Zoom使用予定）併用のハイブリッド方式 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.carbonfiber.gr.jp/tech/seminar.html 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-3．2025年度 第 5回熱処理技術セミナー 熱処理応用講座 

 「進化するドライコーティング技術の最前線」 【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第 5回セミナーでは、「進化するドライコーティング技術の最前線」と題して企画しまし 

た。ドライコーティングは材料表面にさまざまな機能を付与し付加価値を高める表面処理 

技術です。例えば、工具，金型や機械部品に対しては、耐摩耗性や耐熱性を付与することで 

性能向上や長寿命化を実現しています。 

本セミナーでは、ドライコーティングの基礎理論から最新の応用事例、さらには機械的特性 

や表面分析などの評価手法、表面に関わる不具合調査のアプローチに至るまで、幅広い視点 

からの内容となっており、各界の先生方に解説していただきます。 

社員教育など企業における人材育成に最適なプログラムになっておりますので、貴社の社 

員教育などにご活用いただければ幸いです。 多数のご参加をお待ちしております。 

 

◆日 時：2026年 3月 4日（水） 

◆会 場：オンライン（Zoom Webinar） 

◆定 員：80名 

◆締 切：2026年 2月 26日（木） 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://jsht.or.jp/seminar/ 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-4．第 449回講習会 

   「AIと計測技術の融合による次世代ものづくり－基礎から応用まで－」 

                           【公益社団法人精密工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 近年、製造業では加工・計測・品質管理などの工程で得られる情報の取得や活用が、製品 

の精密化や生産性、企業競争力に直結する重要課題となっています。このような背景のもと、 

人工知能（AI）技術の導入が進み、パターン認識や異常検知、工程の最適化など、従来の手 

法では対応が難しかった課題の解決が可能となってきました。AIは製造現場の多様なデー 

タを活用し、作業の自動化や品質の安定化、属人性の排除に貢献する技術として注目されて 

います。特に加工・計測分野では、画像解析やセンサーデータを用いた検査の自動化、機器 

診断、工程制御など、実務への応用が広がっています。本講習会では、AI技術の基礎から 

https://www.carbonfiber.gr.jp/tech/seminar.html


 

導入時の課題、学習データの設計、品質保証との関係、加工・計測機器への応用事例まで、 

製造業における実践的な活用を体系的に紹介します。多くの皆様のご参加を心よりお待ち 

しております。 

 

◆日 時：2026年 2月 27日 

◆会 場：中央大学 後楽園キャンパス 2号館 2階 2215室および 2221室／ライブ配信 

◆締 切：2026年 2月 20日 

 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.jspe.or.jp/custom-event/event-15586/ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○月例経済報告（令和８年１月） 

 https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2026/0122getsurei/main.pdf  

〇経済産業省生産動態統計速報（１２月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html  

〇製造工業生産予測指数（１月調査） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html  

〇鉱工業生産・出荷・在庫指数速報（１２月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

〇鉱工業出荷内訳表・総供給表（１２月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/b2020_result-2.html  

〇経済産業省生産動態統計時系列表（６１ヶ月） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2  

〇石油統計速報（１２月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-2．よろず支援拠点「生産性向上支援センター」設置の事前予告及び「生産性向上支援 

   サポーター」の公募について                 【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 2026年 4月 1日より、各都道府県のよろず支援拠点内に「生産性向上支援センター」を 

設置します。 

 併せて、「生産性向上支援センター」において中小企業等の生産性向上を支援する、「生産 

性向上支援サポーター」の公募を全国各地で実施します。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2025/02/20260202001/20260202001.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-3. INSTARサイバーセキュリティ会合に参加しました        【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は、1月 27日（火曜日）、INSTAR（International Standards for Advanced  

https://www.jspe.or.jp/custom-event/event-15586/
https://www5.cao.go.jp/keizai3/getsurei/2026/0122getsurei/main.pdf
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/b2020_result-2.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuso/result.html
https://www.meti.go.jp/press/2025/02/20260202001/20260202001.html


 

Technologies and Research）プロジェクトの一環としてベルギー・ブリュッセルで開催さ 

れた、INSTAR日本・EUサイバーセキュリティ・ワーキンググループ第二回会合に参加しま 

した。サイバーセキュリティ基準専門家を含む参加者は、JC-STAR（セキュリティ要件適合 

評価及びラベリング制度）と、欧州サイバーレジリエンス法（Cyber Resilience Act）との 

比較について意見交換を行いました。参加者は、両制度間の連携の可能性を今後も継続して 

検討していくことで合意しました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2025/01/20260130002/20260130002.html  
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Ｄ-4. 「経済安全保障経営ガイドライン（第 1版）」を取りまとめました【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は、企業が経済安全保障対応を進めていく中で、経済安全保障上のリスクに起 

因する損失を中長期的に抑え、企業価値の維持・向上も見据えた経営戦略を考える上の推奨 

事項として「経済安全保障経営ガイドライン（第 1版）」を取りまとめました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2025/01/20260123004/20260123004.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-5. 国内投資マップ（2026年 1月時点版）を公表します       【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 済産業省では、国内投資の促進に向けた政策対応を継続してきました。こうした取組の結 

果として全国津々浦々で進みつつある国内投資の動きを可視化し、また、さらなる国内投資 

の促進に向けた機運を醸成するため、昨年 7月、「国内投資マップ」を公表したところです。 

今般、施策の執行状況に一定の進捗が見られたことを踏まえ、国内投資マップ（2026年 1月 

時点版）を公表します。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2025/01/20260126002/20260126002.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-6. 新事業の未来を拓くオープン＆クローズ戦略セミナー 

   －技術で勝ってビジネスでも負けないための戦略－  【経産省 中部経済産業局】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省は「オープン＆クローズ戦略セミナー」を開催します。 

今まさに日本企業に必要な経営戦略の一つ、「市場創出」と「シェア獲得」を両立させるオ 

ープン＆クローズ戦略について、スタートアップや中小企業の取組事例を交えながら徹底 

解説します。 

新事業創出に取り組む企業・支援者の方必見です。 

 

◆日 時：2026年 2月 10日（火）13:30～16:40 

◆会 場：STATION Ai 3階大会議室＋オンライン 

◆定 員：80名（先着順） 

○内容：基調講演、事例紹介、パネルディスカッション、施策説明、交流会 

 

https://www.meti.go.jp/press/2025/01/20260130002/20260130002.html
https://www.meti.go.jp/press/2025/01/20260123004/20260123004.html
https://www.meti.go.jp/press/2025/01/20260126002/20260126002.html


 

■詳細・申込方法：下記 URLをご覧下さい。 

 https://webdesk.jsa.or.jp/form/?p=11391 

 

******************************************************************************** 

■「メルマガ素形材」は、基本、毎月２回程度で発行致します。 

  次回をお楽しみに！  

■「素形材業界関連―募集・トピックス等」に掲載ご希望の方は、 

 「１.件名 ２.主催者名 ３.概要 ４.HPリンク先」 

  を記載の上、mail@sokeizai.or.jp までお送り下さい。 

■登録内容の変更、配信停止希望はこちら(メルマガの申込 / 配信停止ページ)から 

 ご連絡下さい。 

  https://www.sokeizai.or.jp/pages/114/ 

■お問合わせ、ご意見、ご感想、また掲載内容のご要望はこちらからご連絡下さい。 

  gyoumu@sokeizai.or.jp 

■メルマガ 素形材は、今回で第４５４号となります。メルマガ素形材は“利用しやすい素 

 形材情報”を目指して発信しています。より多くの方にご覧いただくことで内容の充実を 

 図りたいと思っています。 

 読者の皆様のご意見、ご感想はもちろんのこと、ご関係の方々を当センター事務局にご紹 

 介・ご連絡下さい。 

******************************************************************************** 

■発行元：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 3階 301号室 

           一般財団法人 素形材センター 

      TEL：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698  http://sokeizai.or.jp/ 

******************************************************************************** 

※ドメイン変更による不着メールが多くなっております。ご所属機関のドメインが変わら 

 れた際には必ずお知らせくださいますようお願い致します。 

 

https://webdesk.jsa.or.jp/form/?p=11391
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp

